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Literary Materials in Japanese High School English Education: 
English and American Literature in the Textbooks for High School 
 
三枝 和彦 
Kazuhiko SAIGUSA 
 
Recent years, the decrease of literary materials in English 
textbooks has been a topic of heated debate among many researchers 
and educators who are experts on English literature.  Under the 
influence of educational trend which values practical English and 
oral communication skills, literary materials have come to be kept 
out from English education because those materials have been 
regarded useless in teaching practical English and oral 
communication skills.  The researchers and educators have thought 
the trend and disuse of literary materials unsuitable for English 
education and maintained that literary materials are necessary and 
effective in teaching English. Then, many studies to create good 
teaching methods with literary materials have been attempted.  
On the other hand, those studies have not focused on literary 
materials for secondary educational use. The present study, then, 
surveys high school English textbooks authorized by the government 
guidelines for education (1999) and finds out literary materials made 
out of English literary works. The present study also analyzes 
literary materials based on Kurt Vonnegut’s “Long Walk to Forever” 
in three textbooks and gives a consideration. 
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1. はじめに 
 英語教科書の文学離れが話題にされるようになって久しい。その背景
には英語教育の大きな方針転換がある。日本の英語教育は 1970 年代か
ら 1980 年代頃にコミュニケーション能力を育成することに主眼を置く
ようになった。それ以降，現在に至るまで，日常的で実用的な英語，特
にオーラル・コミュニケーションのための英語が重視されてきた 1。そ
の間，英語が事実上の世界共通語としての地位を獲得し，世界のグロー
バル化が進行している。日本国内においても英語を公用語とする企業が
出現したり，外国人旅行者が増加したりするなど，英語を使用する機会
が増える中で，英語を聞いたり話したりするための教育を求める社会的
な要請はますます高まっている。 
そうした社会情勢の中で中学校から大学までの英語教科書からは文学
教材が次々に姿を消していった。文学教材は日常的で実用的な英語力を
身につけるためには適当ではないと見なされたのだ。文学作品で使われ
ている英語は実用的なそれとかけ離れていると思われたり，読むことが
主要な活動となる文学教材は聞いたり話したりする力を身につけるため
には重要ではないと思われたりしたのだろう。学習指導要領においても，
改訂を重ねる度に文学教材の取り扱いに関する記述は簡素化し，その位
置づけは重みを失っているように見える。 
このような事態に対して，特に 21 世紀に入る頃から，文学を専門に
する大学英語教員を中心に批判の声が上げられるようになった。文学作
品は優れた語学教材であり，それなしでは十分な語学教育を施すことは
できないというのである。そのような見地から，大学での英語教育を対
象に文学教材の取り扱いに関する議論が重ねられ，近年では文学教材を
使用した授業実践に関する具体的な研究も盛んに行われるようになって
いる。文学作品を教材とした英語の授業というと，かつては作品を単純
に訳読するのが少なくなかったが，そうした授業を脱して教材やその教
授法について創意工夫をこらそうとする試みは歓迎すべきものである。
このように，大学英語教育においては文学教材に関する研究に一定の活
性化が見られる。 
一方で中等教育の英語については文学教材に関する研究が十分に行わ
れているとは言えないようだ。その認識に基づき，本論筆者は中学校の
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英語教科書における文学教材の収録状況について調査し，使用頻度の高
い文学教材について分析，考察を行っている 2。本論はその研究に関連
するものであり，高等学校の英語教科書を対象に同様の調査を行った。 
 以下，本論ではまず平成 11 年 3 月告示の学習指導要領に基づいた英
語教科書を対象として，文学教材の収録状況について調査した結果を示
した。続いて複数の教科書に収録されている使用頻度の高い文学教材を
取り上げ，教材としての編集方法について分析，考察を行った。平成 30
年 7 月に新学習指導要領が告示されており，今回調査対象とした教科書
は現時点で旧課程のものとなるが，本論筆者は指導要領の改訂に伴って
文学教材の採用状況や編集方法の変化について調査することを企図して
おり，本論は今後のそうした研究の一部をなすものである。 
 
 
2. 高校英語教科書に収録された英米文学作品 
 文学教材というと広義には英米に限らない物語などの文学作品やそれ
を基にした教材のことを指す。イソップ寓話や偉人の伝記なども含めて
よいだろう。近年では，英語がイギリスやアメリカの言語というよりは
世界共通語としての地位を獲得していることや，日本の社会や文化を英
語で発信できる能力が求められていることから，そのような教材の占め
る割合が増えている。しかし本論では文学教材の意味を狭義にとり，英
米文学作品ないしはそれをもとにした教材のみを選び，小説・散文，
詩・演劇，その他（文学関連の読み物）に分類し，作者名を軸に並べた。
文学教材の減少が指摘される際にその根拠とされるのは狭義の英米文学
作品の減少であるので，そういった作品がどのように取り扱われている
かを調査することで，文学教材が置かれている状況を具体的に知ること
ができるからだ。 
次の表は，平成 11 年 3 月に告示された学習指導要領に基づき編集さ
れ，平成 23 年に出版された高校英語教科書，英語Ⅰ（36 冊），英語Ⅱ
（37 冊），リーディング（28 冊）の計 101 冊を調査し，収録された文
学教材を一覧にしたものだ。作家名をアルファベット順に並べている。 
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フレディ』を収録した教科書もある。 
やはり日本でも名の知られている作家が取り上げられており（その有
名な作品が収録されているというわけではないが），SF 作家として有名
なアイザック・アシモフやレイ・ブラッドベリ，アーサー・C・クラー
クや，探偵小説作家のアガサ・クリスティ，短編小説作家として名高い
ロアルド・ダール，O．ヘンリー，アーネスト・ヘミングウェイ，サマ
セット・モーム等の名前がある。教科書に収めるという制約上，長編小
説よりも短編小説が好まれているようだが，物語のジャンルとしては
様々なものが扱われている。 
興味深いのは特定の作家の作品が複数の教科書に掲載されていること
だ。まず児童文学作品『チャーリーとチョコレート工場』（Charlie and 
the Chocolate Factory）で有名なロアルド・ダールは 7 冊の教科書が取
り上げている。中学の英語教科書でも取り上げられることの多い O．ヘ
ンリーの作品も，8 冊の教科書に掲載されるという人気ぶりである。そ
の内の 3 冊は「取り戻された改心」（“A Retrieved Reformation”）だ。
一方，絵本「かえるくんとがまくん」シリーズが日本でも読み継がれ，
中学校の英語教科書では掲載されることの多いアーノルド・ローベルは，
絵本作家であるためか高校英語教科書では 1 冊が収録するのみだ。また，
現代アメリカ人作家カート・ヴォネガットの作品を 4 冊の教科書が取り
上げ，そのうちの 3 冊は「永遠への長き道のり」（“Long Walk to 
Forever”）を収録している。その他，オスカー・ワイルドは 3 冊の教科
書に，ヘミングウェイは 2 冊の教科書に収録されている。以上のように，
日本の英語教科書が取り上げる作家・作品には明らかな偏りがある。O．
ヘンリーは中学，高校，両方の教科書で以前から人気が高いようだが，
ダールやヴォネガットについてはなぜだろうか。教科書編集者の専門や
好みの問題もあると推察されるが，これらの教科書が編集された当時の
文化的，社会的状況が関わっているのかもしれない。 
 
 
3. 文学教材の分析・考察 
ここでは，複数の教科書に収録されている教材，カート・ヴォネガッ
トの「永遠への長き道のり」について分析を行い，教材としての編集・
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提示の仕方について考察を加える。 
 
Kurt Vonnegut (1922-2007), “Long Walk to Forever” (1960) 
＜作者紹介＞ 
米国人作家。大学卒業後，米空軍に入隊し，第 2 次世界大戦に従軍する。ド
イツ軍の捕虜となり，1945 年のドレスデン爆撃を生き延びる。その時の体験が，
彼のもっとも有名な作品『スローターハウス 5』（Slaughterhouse-Five, or 
The Children’s Crusade, 1969）を生み出すことになった。初期の作品群は
SF やファンタジーの形をまとって，機械化と人間性の喪失が進む戦後社会を
風刺している。芝居の脚本や短編も著しており，「永遠への長き道のり」は，短
編集 Welcome to the Monkey House （1968）に収録されている。 
 
＜あらすじ＞ 
結婚を間近に控え，慌ただしくしているキャサリン（Catherine）のもとに，幼馴
染みのニュート（Newt）がふらりと現れる。彼は陸軍砲兵隊に所属し，ふたりは
1 年近く顔を合わせていなかった。キャサリンが結婚すると聞きつけ，彼は懲罰
対象となることを承知のうえで，無断で隊を離れてきた（“A.W.O.L.”）のだ。戸
惑いを隠せないキャサリンをニュートは散歩に連れ出す。寡黙でぶっきらぼう
な彼の秘められてきた熱い恋心が次第に伝わり，キャサリンの心は大きく揺さ
ぶられる。だが，互いの想いを伝えて結ばれるには「遅すぎた」（“too late”）の
だとふたりは認め，別れの時が来る。しかし，ニュートは去り際に振り返り，キャ
サリンの名を呼び，彼女は彼に向って駆け出していく。 
 
【36 NEW LEGEND ENGLISH II（開拓社 平成 15 英語Ⅱ）】 
この教科書では Lesson 8 として収録されている。原文テクストには若干の修
正と省略が施されている。また，読みやすさと授業での扱いやすさを考慮した
のか，原文で認められるよりも多くの場面転換の区切り番号が挿入されている
（原文は 4 場面のところを 6 場面）。正課としての扱いなので，教材としての編
集は十分に行われている。新出単語が示され，やや難しい表現には注釈が付
され，各場面につき物語展開を確認するための質問が 2 問付されている。 
本文テクストの後には，まず内容理解を確認するために，あらすじの空欄に
適語を補充する問題（選択式ではない）と，5 つの質問を聞いて英語で答える
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問題（教科書には記載されていない）がある。それから，文法事項の解説，重
要フレーズの指摘があり，“Exercises”としてこのレッスンで登場した語彙，表
現，文法事項を確認するための問題がある。それは，（A）単語のアクセントを
指摘する，（B）英文の空欄に適切な語を入れて重要フレーズを確認する，
（C）対話の空欄に適切な語を入れる，（D）省略可能な箇所を指摘する，（E）
指定の単語，表現を用いて英文を和訳するという構成である。その後に，
“Creative Activities”として，物語の一部，会話の部分を登場人物になりきっ
て演じてみよう，という取り組みがある。最後に，物語のテクスト中の表現“one 
foot in front of another, through leaves, over bridges”をもじって新たな
表現を作り出すなどの，遊び的な課題も提示されている。 
 
【37 Planet Blue Reading Navigator [Revised Edition] 
（旺文社 平成 19 リーディング）】 
Supplementary Reading-2 として収録されたこの版は，読みやすくするた
めに場面転換でセクション番号が挿入されていること，原文では 4 場面に分か
れているがこの教科書では 3 場面であることを除けば，原文通りである。注釈
や語義説明も付されていない。タスクブックに収められているアクティビティに
取り組むように指示があるが，その冊子を入手できなかったので，どのような課
題か確認できなかった。原文は会話が多く，比較的平易な英語で書かれてい
るので，高校生でも読むことが可能だろう。ただし，正課の教材ではなく付録
的教材として収録されているので，授業中に実際に取り組まれることがどの程
度想定されているのか疑問である。 
 
【38 PROMINENCE English II（東京書籍 平成 19 英語Ⅱ）】 
この教科書でも，正課の教材としてではなく Option 1 という付録的教材として
収録されている。本文テクストに先立ち，登場人物の置かれた状況が親しみや
すい日本語で書かれており，物語の世界への導入の役割を果たしている。原
文通りではないが，印象を大幅に変えるほどの修正ではない。原文にある場
面転換での区切りは消去され，連続したテクストになっている。また新出単語
が取り出されて，発音記号が付されている。重要表現もしくは語義のやや取り
づらい表現には日本語訳が付されている。物語の後に，“Comprehension”と
して，本文全体もしくは一部を速読する，本文の内容に合うように英文の空所
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問題（教科書には記載されていない）がある。それから，文法事項の解説，重
要フレーズの指摘があり，“Exercises”としてこのレッスンで登場した語彙，表
現，文法事項を確認するための問題がある。それは，（A）単語のアクセントを
指摘する，（B）英文の空欄に適切な語を入れて重要フレーズを確認する，
（C）対話の空欄に適切な語を入れる，（D）省略可能な箇所を指摘する，（E）
指定の単語，表現を用いて英文を和訳するという構成である。その後に，
“Creative Activities”として，物語の一部，会話の部分を登場人物になりきっ
て演じてみよう，という取り組みがある。最後に，物語のテクスト中の表現“one 
foot in front of another, through leaves, over bridges”をもじって新たな
表現を作り出すなどの，遊び的な課題も提示されている。 
 
【37 Planet Blue Reading Navigator [Revised Edition] 
（旺文社 平成 19 リーディング）】 
Supplementary Reading-2 として収録されたこの版は，読みやすくするた
めに場面転換でセクション番号が挿入されていること，原文では 4 場面に分か
れているがこの教科書では 3 場面であることを除けば，原文通りである。注釈
や語義説明も付されていない。タスクブックに収められているアクティビティに
取り組むように指示があるが，その冊子を入手できなかったので，どのような課
題か確認できなかった。原文は会話が多く，比較的平易な英語で書かれてい
るので，高校生でも読むことが可能だろう。ただし，正課の教材ではなく付録
的教材として収録されているので，授業中に実際に取り組まれることがどの程
度想定されているのか疑問である。 
 
【38 PROMINENCE English II（東京書籍 平成 19 英語Ⅱ）】 
この教科書でも，正課の教材としてではなく Option 1 という付録的教材として
収録されている。本文テクストに先立ち，登場人物の置かれた状況が親しみや
すい日本語で書かれており，物語の世界への導入の役割を果たしている。原
文通りではないが，印象を大幅に変えるほどの修正ではない。原文にある場
面転換での区切りは消去され，連続したテクストになっている。また新出単語
が取り出されて，発音記号が付されている。重要表現もしくは語義のやや取り
づらい表現には日本語訳が付されている。物語の後に，“Comprehension”と
して，本文全体もしくは一部を速読する，本文の内容に合うように英文の空所
 
に適切な語句を選び入れる，キャサリン，ニュート，ト書きを分担して，気持ちを
込めて朗読する，というアクティビティが 1 頁分付されている。 
 
以上のように，正課の教材として収録されている NEW LEGEND ENGLISH 
II 版は十分な編集が施され，実際に授業で使用されることが想定されている
が，他の 2 冊の教科書では付録的な位置づけなので，そのような意図があまり
感じられない。小説作品はまず読んでもらうことが大事だと思われるが，ただ文
章を掲載するだけ，しかも付録的な位置づけで収録するのでは，教材として活
用されることは期待できないだろう。その一方で，文学作品が教材として教科
書に収録される際にはその英文テクストが大幅に改変されて損なわれてしまう
ことが少なくないが，「永遠への長い道のり」は元々の英文が比較的平易で会
話の多い文章なので，そのような問題は生じていないようだ。その点，原文テク
ストの選択は適当だと言える。 
 
4. むすび 
以上のように，本論では平成 11 年 7 月告示の高等学校学習指導要領に基
づいた英語教科書における文学教材の調査結果を示した。冒頭でも述べたよ
うに，本論は指導要領改訂に伴って変化する，英語教科書における文学教材
の取り扱いに関する調査研究の一部である。平成 21 年 3 月に告示された現
行学習指導要領に基づく英語教科書について，また，今後新たに出版される，
平成 30 年 7 月に告示された次期指導要領に基づく英語教科書についても調
査して結果を示したい。 
 3 冊の教科書に収録されていたカート・ヴォネガットの「永遠への長い道のり」
を取り上げ，教材としての編集方法についての分析・考察も行った。正課であ
るかないかによってアクティビティの充実度に差はあったが，どれも原文の雰
囲気と味わいを維持している。文学教材については教材として収録される際の
改変がしばしば問題となるので，不要な改変を必要としない原文テクストを採
用することの重要性を改めて認識させられた。 
 
注 
1  英語教育の動向と英語教科書における文学教材の関係については，江
利川や髙𣘺𣘺の研究が𣘺しい。 
50 三枝　和彦　
 
2  三枝和彦．（2018）．「中学校英語教科書における文学教材を考察する
―アーノルド・ローベル作「お手紙」を例に―」．『山形大学紀要（人文
科学）』19（1）：1-16． 
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